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【現状の課題】  
誰が作ったのか不安 
安全なのか心配 
安全かつ保障された情報をユーザに提供 
スマートフォン「アプリ」の流通促進 

① 地域生活者及び来訪者が安心して情報「スマホ」の利活用がシームレスにできることを目標とする。 
② 新たな産業創出の仕組みを構築することを目標とする。 
③ 多様膨大な移動情報を活用して地域・都市設計に活用できることを目標とする。 
④ スマートｻｰﾋﾞｽを実現した地域をQPITSﾓﾃﾞﾙとしてエリア単位にグローバル展開することを目標とする。 

① スマートフォン「アプリ」を常に利活用して頂くために地域に密着した情報をシームレスまたはリアルタ
イムに提供する。 

課題→ブランド化 

１．目標 
スマートフォンｻｰﾋﾞｽと地域密着情報を連携させる「共通なプラットフォーム」を整備することにより 

２．背景 

３．手段（必要性） 

分野・業種の枠を超えて多種多様な情報（ビッグデータ）を最大限有効に活用するには、安価かつ 
容易に情報を取得・活用できる環境の整備が求められ、それがひいては「IT融合新産業の創出」に 
繋がると考えられる。 

多種多様な移動情報を収集する手段として「スマホ＝（位置測位）」情報を活用する。 



QPITSクラウド 

■情報連携企業 
 【交通系】 
  ・電車、バス、タクシー 
 【電気、ガス、水道系】 
 【公共系】 
 【医療、福祉系】 
 【金融・保険業系】 
 【不動産業系】 
 【卸・小売業系】 
 【飲食業系】 
 【運送業系】 
 【建設業系】 
 【製造業】 
 【ｻｰﾋﾞｽ業系】 
 【複合サービス業】 
 【情報通信業系】 
 【農林水産業系】 
 【その他】 

■移動連携ｻｰﾋﾞｽ 

GPS 

■公開情報 
  ・地図情報、気象情報 

■ｾﾝｻｰ情報 
 ・高速無線 

①BtoB情報基盤整備 
  【情報連携共通化】 
 
②BtoC情報基盤整備 
  【情報連携共通化】  
 
③スマートフォンアプリ 
  【開発標準化】 

④情報基盤整備（ビッグデータ) 
  【情報蓄積標準化】 
  【情報分析】 

⑤運営管理基盤整備 
  【債権・債務管理】 

②’収集情報 
  ・位置情報 
  ・日付、時間 
  ・Macｱﾄﾞﾚｽ？ 
  ・性別、年齢層 
  ・その他情報 

ガイド 

【交通分野】 
① 都市交通インフラの状態をリアルタイムに把握できる仕組みをシステム化に利用しやすいｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ

（API)で提供するシステムの開発（最適移動ｻｰﾋﾞｽをユーザに提供する。）  

４．研究開発の具体的内容（平成24年度実証実験イメージモデル） 
移動手段として最も利用する交通情報「ダイヤ情報、バス接近情報、地図ロケ情報」をスマートフォン 
「アプリ」で提供する。 



５．基本的な考え方 

■IT融合新産業の創出 
 

情報を 
共有する 

技術を 
共有する 

企画を 
共有する 

利活用を 
推進する 

新たな産業創出の仕組み「事業収益に繋げる」 

オープンソースソフトウェアの基盤整備  
• 標準データフォーマットの整備（公開） 
• 開発標準仕様の整備（公開） 
• 開発標準の説明会（セミナー） 

共有化→効率化 



６．事務局とITベンダーの連携について 

■連携概略図 

QPITS 
システム 

ハードウエア関連 
提供事業者 

ﾈｯﾄﾜｰｸ関連 
提供事業者 

ミドルウエア関連 
提供事業者 

データセンター関連 
提供事業者 

アプリ開発関連 
提供事業者 

QPITS 
アプリ利用者 

運用ｻｰﾋﾞｽ関連 
提供事業者 

大学関連 公的研究機関 

コンサル関連 
提供事業者 

QPITS 
会員 

その他サービス 
提供事業者 

情報連携企業 

情報利活用企業 

QPITS 
事務局 



参考パターンⅠ 
 

■システム 

保守 

製品 
ﾘﾘｰｽ 

運用 
監視 

■QPITS事務局 
 提案 

受付 
審査 

受入 
検査 

契約 支払 

■QPITS会員 

企画 
提案 

承認 
製品 
提供 

製品 
開発 

契約 請求 

参考パターンⅡ 
 

■システム 

保守 

製品 
ﾘﾘｰｽ 

運用 
監視 

■QPITS事務局 
 提案 

受付 
審査 

受入 
検査 

契約 

■QPITS会員 

企画 
提案 

承認 
製品 
提供 

製品 
開発 

契約 

■月次決済 

支払 

請求 

７．製品リリースまでの流れ 



８．実現に向けて「QPITSブランド構想」 

【ﾋﾞｼﾞﾈｽﾓﾃﾞﾙ検討「キーワード」】 

 
■移動情報を「集める」には何を実現すれば集まるか。 

「人」を動かす 
ことができる 

「人」を集める 
ことができる 

魅力ある「情報」で 

■移動情報が「集まる」と何が実現できるか。 

•地方公共団体はじめ幅広い分野へのクラウドｻｰﾋﾞｽの導入推進などスマホ利活用促進 
•まちづくりなどと一体となった国民が安心して利用できるスマホ利活用促進 
•物販業、飲食業など民間企業との連携促進（広告、クーポン、抽選券、ポイントなど「集客」） 
•物流業と生活者との連携促進（買い物代行、集荷、配達情報など） 
•施設と生活者との連携促進（災害時の誘導、防犯、緊急、イベント情報など） 
•次世代配信（ｴﾘｱ）ｻｰﾋﾞｽ 
•その他 

■地域の経済活性化に繋がる。 



QPITS（クラウド） 
 

SV4 

QPITS（運営） 
 

１．地域密着型モデル 
ダイヤ情報、交通機関情報、運賃情報、交通情報、駐車場情報、観光情報、自治体
情報、グルメ情報、ショップ情報、不動産情報、他 
  →位置情報から最寄の場所、目的地に対するナビなどのモデル整備 
  →画像情報から正確な位置を把握し駅構内に対するナビなどのモデル整備 
  →音声情報から目的に対する検索などのモデル整備 
  →ｾﾝｻｰ情報から目的に対する案内検索などのモデル整備 
※誰もが何時も身近に利活用するスマートアプリの提供 
 
２．広域型（観光向け）モデル 
ダイヤ情報、交通機関情報、運賃情報、交通情報、駐車場情報、観光情報、自治体
情報、グルメ情報、ショップ情報、不動産情報、他 
※観光に来る人が利活用しやすいバリアフリー型の情報提供 
※観光に行く人が利活用しやすい案内型の情報提供 

QPITS（アプリ） 

 通信制御 

API-MT-O 

API-MT-I 

入出力制御 

AP 

日付、時間、 
ﾀｲﾏｰ、ｱﾗｰﾑ 

位置（GPS) 

カメラ 

ﾏｲｸ 

ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ 

ﾓﾆﾀｰ 

ｽﾋﾟｰｶｰ 

ﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀ 

ｾﾝｻｰ 

データ制御 

情報１１X 

制御部 
CPU、GPU,MEM、 

SV1 

API-SB-O 

API-SB-I 

SV2 

API-SC-O 

API-SC-I 

API-SS-I 

SV3 

API-SW-O 

SV5 

情報１X 

情報３X 

情報２X 

情報４X 

API-SD-IO 

SV６ 

管理１X 債権３X 管理２X 債務４X 

API-SD-IO 

情報提供企業 
 (GLN) 
 

情報１ 

企業Webｻｲﾄ 

API-CB-O 

API-CB-I 

＋ 

情報利用企業 

情報２ 

企業Webｻｲﾄ 

API-CB-I 

＋ 

※情報基盤の概要及び検討内容（項目を洗い出すことから・・・） 
 

1. 必要となる機能について（通信機能、送受信管理、 
送受信制御機能、マッピング機能） 

2. ネットワーク環境について（ｾｷｭﾘﾃｨ、FW） 
3. 処理モデル（S-S型「Push型通信」、C-S型「Pull型通信」 
4. 大量データへの対応（圧縮ルール） 
5. メッセージの基本的構造（SBDH） 
6. メッセージ別の階層構造概要 
7. データベース 
8. ﾃﾞｰﾀ構成 
 

 

９．情報基盤整備について 

センサー 
FW 

・音声認識 
・画像認識 
・文字認識 



エリア２ 

エリア１ 
消費者 

QPITSクラウド 

１０．情報基盤整備のイメージ 

地図情報 

ﾛｹｰｼｮﾝ情報 

ｽﾏｰﾄﾌｫﾝ位置情報 

ｽﾏｰﾄﾌｫﾝ移動情報 

交通情報 

ロケ 

ロケーション 交通系 商業系 外食系 観光系 行政 
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ﾛｹｰｼｮﾝ情報の細分化 

ｼｰﾑﾚｽまたはﾘｱﾙﾀｲﾑに情報提供 

移動 

位置 

交通 

地図 



エリア２ 

エリア１ 
消費者 

QPITSクラウド 

１１．地域に密着した新しい情報化社会の実現 

リアル 

リアル 

リアル 

物流 移動 

全ての国民に共通な 
地域密着情報を提供する 

全ての国民に最適な 
移動サービスを提供する 

全ての事業者に共通な 
ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑを提供する 

マルチプラットフォーム 



消費者 

リアル店舗（物販） リアル店舗（外食） 案内所・交換所・預り所 

・セール情報 
・イベント案内 

・おすすめ案内 

引換券 

旅行券 

割引券 

商品 

プレミ
アム 

プラチ
ナ 

ゴールド 

QPITSクラウド 

QPTIS事務局 
 

 サービス契約 
 ICカード、ポスターなどの提供 
 ネット広告サービス 

移動情報分析機関 
 

・公的機関 
・民間企業 

QPITS 
ICカード 
（Felica) 

QPITS 
ICカード 
（Felica) 

QPITS 
ICカード 
（Felica) 

・セール情報 
・イベント案内 
・おすすめ案内 

ポイント加算 
ポイント加算 

ポイント減算 

情報配信 

利用料 利用料 

利用料 

運営費 

１２．ビジネスモデルについて 

まちづくりなどと一体となったビジネスモデル 

買物代行モデル（福祉行政との連携） 
 

ＥＣ宅配モデル（物流業者との連携） 
 

観光ナビモデル（旅行業者との連携） 

物流業者 

利用料 



施設（エリア） 施設（ICカード）
事業社（情報提供）

人（スマホ）
事務局 センター

2012年5月

QPITS

地域ITS利活用情報基盤 QPITSスマートフォン利活用ﾓﾃﾞﾙ(1)

移動・屋外

■交通情報
　・バス、電車、船舶
■　駐車場情報
■施設情報
■自治体情報

■QPITS（ICｶｰﾄﾞ、ポスター）提供
　【設置メリット】
　　１．スマートフォンアプリから顧客誘導を行います。
　　　　・位置情報から交通情報や最寄の施設案内
　　　　・目的地に対するナビや施設案内
　　２．スマートフォンアプリポイントでリピート拡大「オプション」

ICｶｰ
ﾄﾞ

ICｶｰ
ﾄﾞ

ICｶｰ
ﾄﾞ

ICｶｰ
ﾄﾞ

QPITS
ICカード
（Felica)

QPITS
ICカード
（Felica)

QPITS
ICカード
（Felica)

QPITS
ICカード
（Felica)

QPITS
ICカード
（Felica)QPITS

ICカード
（Felica)

QPITS
ICカード
（Felica)

ICカード
（Felica)

ICカード
（Felica)

QPITS
ｱﾌﾟﾘ

QPITS
ICカード
（Felica)

QPITSｻｰﾋﾞｽ
契約

■アプリ（SDK)
　　・暗号化、複合化
　　　（Kcipher-2)
　　・GPS情報
　　・Felica
　　・など

・ﾌﾟﾛｰﾌﾞ交通情報
　（位置、スピードなど）

■位置情報を元に最寄の施設案内受信
　　・施設広告など

■ICｶｰﾄﾞ情報を元に最寄の施設案内受信
　　・施設広告（タイムサービス）
　　・プレミアム情報、クーポンなど
　　・お届けｻｰﾋﾞｽなどとの連携

・ﾌﾟﾛｰﾌﾞ移動情報
　（位置、など）

■アプリダウンロード
　　・サービス紹介
　　・利用登録、変更、規約
　　・解約
　　・自動送信時間設定
　　・など

■施設の近くにいる人をターゲットに案内配信
　　・施設広告（タイムサービス）
　　・プレミアム情報、クーポンなど

■配信サービス
　　・施設案内情報
　　・イベント情報（自治体など）
　　・交通情報
　　・災害情報
　　・など
■ｴﾘｱ情報分析、移動情報分析

QPITSｻｰﾋﾞｽ
利用料

情報提供
利用料

QPITS
ｱﾌﾟﾘ

・ﾌﾟﾛｰﾌﾞ交通情報
　（位置、スピードなど）

・ﾞ交通情報
　（位置、時刻など）

・ﾞ交通情報
　（乗車、降車など）
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2012年5月

時間、位置、情報→

地域ITS利活用情報基盤 QPITSスマートフォン利活用ﾓﾃﾞﾙ(2)

QPITS
ｱﾌﾟﾘ

QPITS
API

起動

QPITS
ｱﾌﾟﾘ

QPITS
API

時間、位置、他

QPITS
ｱﾌﾟﾘ

QPITS
API

時間、位置、他

QPITS
API

ICカード
（Felica)

ICカード
（Felica)

QPITS
ｱﾌﾟﾘ

QPITS
API

時間、位置、他

QPITS
ｱﾌﾟﾘ

QPITS
API

時間、位置、他

QPITS
ｱﾌﾟﾘ

QPITS
API

時間、位置、他

QPITS
ｱﾌﾟﾘ

QPITS
API

時間、位置、他

QPITS
API

QPITS
API

QPITS
API

イベント情報 イベント情報 イベント情報交通情報

QPITS
API

カレンダー情報

移動情報分析



2012年5月地域ITS利活用情報基盤 QPITSスマートフォン利活用ﾓﾃﾞﾙ(3)

人（スマホ）→時間、位置、QPITS情報 施設（QPITS情報） QPITS（センター、事務局）

QPITS
ICカード
（Felica)

QPITS
ｱﾌﾟﾘ

QPITS
ｱﾌﾟﾘ

QPITS
ｱﾌﾟﾘ

QPITS
ｱﾌﾟﾘ

QPITS
ｱﾌﾟﾘ

QPITS
ｱﾌﾟﾘ

QPITS
ｱﾌﾟﾘ

QPITS
ｱﾌﾟﾘ

QPITS
ｱﾌﾟﾘ

施設ポイント

施設共通ポイント

QPITS共通ポイント

施設広告情報

施設共通広告情報

QPITS共通広告情報

QPITS
ｱﾌﾟﾘ

QPITS
ｱﾌﾟﾘ

QPITS
ｱﾌﾟﾘ

QPITSアプリ画面

■ユーザー設定
■ｻｰﾋﾞｽ設定

■ｻｰﾋﾞｽ照会
■利用規約
■利用規約に同意し利用登録
■利用登録しない

■QPITSとは？
■QPITSでできること
■お問合せ
■他

■１章【総則】本利用規約、規約の変更、通知
■２章【申込/解約手読等】
■３章【申込者の義務】
■４章【ｻｰﾋﾞｽ】
■５章【利用制限】
■６章【本規約違反への対応】
■７章【保障・免責・損害賠償】
■８章【個人情報の取扱】
■９章その他

■QPITS登録【メールアドレス】
■QPITS登録【Felica情報→nimoca,sugoca,など】
■自動送信時間設定

各社スマホアプリ

■バスいまどこ
■イベントある
■クーポンある
■施設案内
■観光案内

■QPITS標準インタフェース設計→公開
■QPITEAPI開発→公開

■クラウドセンター運営
■QPITS事務局運営

■イベント情報提供
■ｻｰﾋﾞｽ情報提供

■交通情報提供
■駐車場情報提供
■自治体情報提供
■観光情報提供

■QPITS情報利用
■ｻｰﾋﾞｽ情報利用
※利用情報の提供

QPITS
ｱﾌﾟﾘ



2012年5月地域ITS利活用情報基盤 QPITSスマートフォンとクラウドの共通インタフェース

人（スマホ）→時間、位置、QPITS情報 施設（QPITS情報） QPITS（センター、事務局）⇔（企業）

GPS

QPITS課金情報

QPITS分析情報

QPITS収集情報

A

BC

D

E

F

QPITS
ｱﾌﾟﾘ

QPITS
ｱﾌﾟﾘ

QPITS個別情報

QPITS共通情報

QPITS基本情報

QPITS会員企業

情報収集企業

G

H

情報提供企業

QPITSアプリ→com.google.android.maps.MapActivity

QPITSアプリ→ LocationManager.GPS_PROVIDER, 1000,

各社
アプリ

QPITS
API

各社
アプリ

QPITS
API

QPITS
API

QPITS
アプリ

QPITS
API

QPITS
API

QP

QP
QP

QP

QP

【情報通知】
・災害情報
・集客情報
・案内情報

QP

QP

QP

QP QP

QP

QP

QP

QP QP

QP

QP

QP

QP QP

QP QP

QP

QP QP

QP QP

①基盤地図情報

②施設位置情報

③スマホ位置情報

④スマホ移動情
報

施設の位置情報を地
図データに重ね合わ
せる

スマホの位置情報を
地図データに重ね合
わせる

スマホの移動情報か
ら不要なデータをクレ
ンジング処理する。

バス接近案内
天神→博多駅
発車　到着　番号
９：００　９：２０　９
通過済
９：１０　９：３０　９
ほぼ定刻
９：２０　９：４０　８
２停前

広告・案内 広告・案内

QPITS

情報通知

交通

アプ
リ



※SBDH Standard　Business Document Header

※電文TD

※電文MD

※電文HD

※企業ヘッダー

※送信ヘッダー

ﾋﾞｼﾞﾈｽメッセージの取引件数

メッセージ識別ID

12 取引数 任意 数字 Numeric 7

最終送信先を示すID.

11 メッセージ識別ID 必須 文字 string

テスト区分　（テスト用・本番用）

10 最終送信先ID 任意 文字 string

メッセージ全体の作成日・時間

9 テスト区分ID 任意 文字 string

ﾋﾞｼﾞﾈｽメッセージの種別　（メッセージﾀｲﾌﾟ）

8 作成日時 必須 日時 dateTime

ﾋﾞｼﾞﾈｽメッセージの一意識別　（ユニークID)

7 メッセージ種 必須 文字 string

ﾋﾞｼﾞﾈｽメッセージのメジャーバージョン

6 インスタンスID 必須 文字 string

受信者IDの種別　”CODE"、”GLN"

5 バージョン 必須 文字 string

受信者を示すID（GLN：Global　Location Number）

4 受信者ID発行元 必須 文字 string

送信者IDの種別　”CODE"、”GLN"

3 受信者ID 必須 文字 string

送信者を示すID（GLN：Global　Location Number）

2 送信者ID発行元 必須 文字 string

項目の意味

1 ﾃﾞｰﾀ整合性 送信者ID 必須 文字 string

項目
番号

分類 項目名 必須/任意 ﾀｲﾌﾟ XMLﾃﾞｰﾀ型 桁数

メッセージの標準化地域ITS利活用情報基盤 2012年5月QPITS



  ．今後のテーマについて 

 ビジネスモデルの収集と整備 
 

 サービスモデルの収集と整備 
 

 交通系実証実験モデルの整備 
 B  to B 情報基盤（公開） 
 B  to C 情報基盤（公開） 
 スマートフォンアプリ（公開） 

 

 2013年度 ＩＴＳ国際会議に向けた基本方針決定 
 

 ＩＴ融合による新社会システムの調査・研究 
 

 ＱＰＩＴＳ 標準化に基づく設計・開発・実験・評価 

標準ﾃﾞｰﾀﾌｫｰﾏｯﾄの整備 
開発標準仕様の整備 


